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 懸垂碍子の劣化及び汚損に関する基礎的研究
(第 一 報〉

斎 藤 金
岡 田 粂

The， fUlJdamenfal investígation on th� deterioratèd and uncIeÇlned 

suspênsiön type insuíatoriS. 
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 In this report，、Wでhave iIlustrated on the fundamentil1 eq;>erimenjs of the deterìQ(at日d
and undeant'jd suspension type. iijlsulators. Instead of. the usual combined suspension 
insulators， Using one insulato:c and one :sheèt of glass we haye measured the leakage， 
resistance and flash over voItage cMracteristics. And fo.c the inyestigations of the ul:?uaI 
印刷出ed Ínsulatots we make refεrenどe to these res山s and �ethods. 

緒雷 三位報ぽ50万ボノレト 試験変圧器を使用して行う懸垂碍子の劣化及び汚損に関する研究の基礎
実験台bて行ったものである。 即ち実際に碍子を多数個連結して非常に高い電圧を印加して実験す
る前に，取扱いの簡単な低い電圧でI個の碍子I枚の硝子板等によって， そのj属地抵抗表:00閃絡電
圧特性等を測定じてv その測定方法及び結果を本実験の資料としたい考えである。
実験及び結果μ 実験は表面無処理のものとジリコーシ〈東芝艶水νYコーンTS 901)処理したもゐ
Ici.就1て比較じな1がら進めた。 zは表面処理が温度湿度汚損等に対していかなる特性を示すかを知る
ための1伊fどして採用したものである。

4::Ii) 厚さ約.1..Smmのクラウン硝子板i上にνリコーシ処理したもの〈以下A試料と呼びA1A2
Jー!はその測定結果1を示す〉としないもの(以下B試料と呼びB1 B:!'"・-はその測定結果を示す〉と

1.'. _ に図ι1に示す様な電極を用いヱ沿面閃絡電民{直な測定した。 竜J官r マ�一 極ほ試料面に密着じていで沿面部分以外で閃絡を起さないとと，ハ
的
ぺ

aミ 電界分布を出来るだげ一様にすること， 使用面積を最小にとどめ
ること等の要求から形状ぽ図の様にし厚さ0.2mmの真鍋板を用

M・M・ いで重しはノップ碍子を使、用した。
図ー1

図-2 A1及8 '131 は夫々、A試料及。(13'試料 ゐ交流泊面閃絡電
圧湿度特性を示す。 測定は内壁トタシ帳り碍子窓付き大告さ1000>< 900x �50凶mの三重jの霧箱に外!
部で発生させた蒸気を導入して変化させた湿度を乾湿球寒暖計で測定Lた。十高電庄}ま箱壁会貫通す
る碍管を通して導入し試験変圧器ご次側には2knの揖抗を入れて電流}をが江えたb之年こよりB試料
はAより閃絡電圧値は低く， 湿度による低下の程度あ大き'く， 而も破壊値;の不斉も多い様であるi。
此の測定の時の室内は乾球30.50C;湿球�90Cで相対湿廃&7%であった。 昨 i

同図A2B2は夫々AB試料に就て， 乾球290Ç超球，27.50C，湿?度&7!9色中で測定した沿面閃路劣
化特性で横軸に閃絡回数をとってある。 之によるとA試料に於て治組め比較的一定?で後に低下する，
傾向があるのfに対して，13試料では初めから低下bで後にケi'定値に近づく様でちる町そレヌ1特色場合4
もBでは閃絡値のばらつきが目立っている。 此の事は同図4't:l;B1!に示Y君事流閃絡電圧特性にあ鳴ら
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かに表われている。 尚以上の劣化特性の総てに於て第一
回の測定値が異常な債を示心七い渇。セ此の事は容易に理
解出来る。 理解し難いのは図に示す絞な交流値と直流値
のひらきであって， 測定上の錯誤か， 関絡電圧の性質か
に就て詳しく検討している。 更に衝撃電圧による測定も
行ったが大体直流と同じ程度の 植を得た。

(][) 汚損に対する閃絡t�，性を知るために食塩及び睦
藻士を用いて入手汚損を行った。 蒸誼水中に詰損物を計

量して溶解させ一定の距離から霧吹きで吹き付けるので
あるが. Jlfのも際面に附着する水滴の大きさ及び密度を規
定しなけれ}まなちないo 大きさは霧吹きと試料面との距
離を一定に保てばばらつきはあってその割合は毎回同じ
せあると考文でも犬きた誤はない百密度は完詮な方法と
はJ思われないが，単位面積中の数を大体:一定にする方法即ちO.5cm2中に約10個水滴が問者しだ時
のものを試料として測定し勺た。
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図-3ば天々AB試料に就てTねCIの濃度をかみえた時の閃絡電圧値で. A1B1はぬれた状態A2
B2ば乾燥した状態でのものである。 芝は実際の場合汚担物がぬれた状態で附着している事もあるし

乾燥している場合もあるからである。 之によるとぬれている
場合A試料ではNac1汚損の影響は治んど認められなく. B 
では微少のNaclが大きく影響して， 濃度%には余り関係し
ない。乾燥している時は両者共余り影響しないが.B試料では
濃広 の大きい時に低下しτ来る事が解る。睦藻土に就究も同
様な測定を行ったがまだ完成していないので省略する。 I$此
の両測定によって. Naclの様な導電度の!よいlものと， 睦藻

: � i士の様なそうでないものと及び之等の混合物とを人工汚損物
として自然の汚損を代表させることは. Nacl の様に完全に
は水に溶解しない陸藻土の汚損の定量は困難ではあるが， 大
体適当な方法であると云う確信を得た。

cm) 碍子の漏持拡抗は劣化の判定に重要な資料であるし，閃絡電圧破壊電圧との関係をも明確にしたい考えから. 1個

の碍子の板減抵抗の温度特性を求めた。 即ち懸垂碍子を恒 久['I!l
温槽吋中で充分時間をかげて加熱しながらその漏浪抵抗を ぺ ぷ
1000Vメガ[で誤t定した。 メガーはι検流計ーを用いて補正を

行ったが， 使用範囲で:殆んど誤差が認められなかった。
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図-4'A�(はνリコーシ碍子に就て(以下A碍子と呼び
〉温度を上げながらA"ほ下げながら得た値で， 此の両測

定に要した時聞は合計7時間であるぜAはその平均値で対 二

数羽盛土で殆んど直線で表わされることが解る0・B'B" B 

は同様にVリコーン処理しない碍子(以下B碍予と呼ぶ〉

に就て求めたものである。今A碍子の漏演抵抗をRAB碍
子のそれをRB記すると9ÖOC豆t三五2100Cの範囲で次の実
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験式が求められる。

IogRA=5.704-0.0267t MO 
IogRB=5.900-0:.0268t : MO 

之から解ることはνリコーシ処理しないB碍子の方がA碍子より漏決抵抗は高いが温度による傾斜

は殆んど違わない事である。 恒温i習中で加熱するのであるから此の場合湿度の影響は殆んど考えら

れないので， 此の抵抗の温度特性の中では体積漏浪抵抗の温度特性が重要な部分をしめているだろ

う事が想像される。

次に此の測定を繰返すと両試料共漏決抵抗は次第に上昇するが， 此の場合も直線性は保たれ， そ

の傾斜度は殆んど変化しない。 !!fJち上式の右辺の常数項が大きくなりtの係数は殆んど変化しない。
M..l1. 図-5は此の繰返し測定回数を棋軸として夫々1500Cに於þ，ト

ψ1 JJfEE~ る 抵抗債の変化を示している。d曲線はA碍子のも のでb曲E記c3':[ b__，._;，:ジ...--0 It"o， 
絞はB碍子のものである。 之等の曲線は回数の多い方で飽
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和している殺に見える， 即ち回数を増すと抵抗の増加は停

止して二定値に落着く様である。 次に此の数回測定した試

料を3日間水i曹中に浸潰した後一日自然、乾燥して帯び測定
良行 うと漏出抵抗特性が帯び元の小さい値にも とる結果を

得た。 之等の結果から碍子ヰつに水分がある程度浸入して，乾燥用牝l国一5 此の測定の棋 な加熱冷却を繰返す之とに よ り ， そ の 水分が

次第に蒸発してゆくものと考えられる。 実験使周中の碍子の劣化等に就ては比の自然浸λ水分は充

分?注目する価値のあるものと考えられるp

結論 以上の結果から表面処理の有無による閃絡電圧及討宅地抵抗特J性の相違の程度を理解出来た。

そして表面処理は碍子の特性改善に有効な子段であるが劣化に就てはまだ相当問題がある事も知り

得た。 次に測定法に就ては， 絶縁破壊値のばらつきの相当大きいもので， 而も測定の性、質上向じ状

態を再現することが不可能な場合が多いから平均値を之る方法は採用出来ず， 温度湿度附着水滴量
の様に互に関連して変化する外部条件， 漸進する劣化の状態， 微少な汚損物の影響等、はA此のばら
つきの中に入ってしまうおそれがある。 従って他に漏地電流の様な比較的測定じやすい方法で， 之

等の微少な変化をとらえる方法の考案が望まれるのである。 文他の条件を出来るだけ一定に保ち1

つの条件を連続的に変化させて， その測定値の1系捌からその特性の傾向Fを知る本報の様な方法と，

長年月に亘って自然中で条件を明記し℃多数測定を行い， その測定条件の近似しだものを類別して
統系的方法により傾向を知る方法とを組合せて研究を進めるべきであると考えれらる。 最後に常に

御指導討論をいただく上野教授にv感謝する。


